
船舶事故等調査報告書 

平成２４年１１月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２横第１４０号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２４年８月１０日 １２時３０分ごろ 

発生場所 神奈川県横須賀市観音埼東方沖  

 観音埼灯台から真方位０７１°９５０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°１５.５′ 東経１３９°４５.３′） 

事故等調査の経過  平成２３年８月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 引船 太
たい

成
せい

丸、１９トン 

  １３９－１９岡山、株式会社 NAVTEC 

Ｂ 浚渫船 第三隆盛
りゅうせい

丸、３１８トン 

 なし、松浦企業株式会社 

Ｃ ヨット 初雁
はつかり

、５トン未満（長さ７.３２ｍ） 

   ２４０－１８５４４神奈川、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

船長Ｃ、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ なし 

Ｃ ステム小破口、ステー曲損、左舷船体擦過傷、船外機カバー損傷

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか２人が乗り組み、長さ約６０ｍ、直径約６５mm

のナイロン製ロープで作業員４人が乗船したＢ船を引いて引船列（以

下「Ａ船引船列」という。）を構成し、京浜港横浜区に向けて北進

中、左舷方から接近するＣ船を視認した。 

Ｃ船は、船長Ｃほか１人が乗船し、神奈川県横浜市金沢区のマリー

ナから千葉県鋸南町保田漁港に向けて機帆走により南東進中、左舷方

を航行するＡ船引船列とえい
．．

航ロープに気付いた。 

船長Ｃは、Ｂ船の船尾を通過しようと思い、船外機の回転数を上げ

たところ、船外機が停止した。 

船長Ｃは、船外機の再始動を数回試みたが始動しなかったので、帆

を操って右転しようとしたが、タッキング（船首を風上に向けて回頭

する操船方法）できないまま風にあおられてＢ船に接近した。 

船長Ａは、Ｃ船が漂流を始めたことに気付いて機関を停止した。 

Ｃ船は右転できずに風により圧流されてＢ船に接近し、平成２４年

８月１０日１２時３０分ごろＢ船の左舷船首とＣ船の船首とが衝突し



た。  

 Ａ船引船列及びＣ船は、横須賀海上保安部の指示を受け、事故発生

場所から離れた所に漂泊して海上保安部の調査を受けた。 

Ｃ船は、横浜から来援したマリーナの船にえい
．．

航されて金沢区のマ

リーナに帰航した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 ４、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の中央期 

 その他の事項 

 

 船長Ｃは、約６年の帆走経験があった。 

 Ａ船の喫水は、船首約１.０ｍ、船尾約２.２ｍであり、Ｂ船の喫水

は、船首約１.４ｍ、船尾約１.４ｍであった。  

 Ｃ船は、Ａ船引船列の風上側に位置していたものと考えられる。 

 Ｂ船は、衝突後にＣ船が風に流されないようにロープでＣ船をつな

いだ。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ なし、Ｂ なし、Ｃ あり 

Ａ なし、Ｂ なし、Ｃ あり 

Ａ なし、Ｂ なし、Ｃ あり 

 Ａ船引船列は、観音埼東方沖を北進中、左舷方から接近するＣ船を

視認したが、Ｃ船が漂流を始めたことに気付き、機関を停止したもの

の、Ｂ船とＣ船が衝突したものと考えられる。 

 Ｃ船は、観音埼東方沖を南東進中、Ａ船引船列を視認し、Ｂ船の後

方を通過しようとしたところ、船外機が停止したので、帆を操って右

転しようとしたが、タッキングできなかったことから、風により圧流

されてＢ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、観音埼東方沖において、Ａ船引船列が北進中、Ｃ船が機

帆走して南東進中、Ｃ船が、Ｂ船の後方を通過しようとしたところ、

船外機が停止したので、帆を操って右転しようとしたが、タッキング

できなかったため、風により圧流されたＣ船がＢ船と衝突したことに

より発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・帆船は、機帆走中に機関が故障することも考慮し、引船列等のよ

うに行動の自由が効かない船舶から可能な限り離れて航行するこ

と。 

 




